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役
場
本
庁
舎
の
耐
震
改
修
工
事
に

伴
う
一
部
業
務
の
移
転
に
つ
い
て

　

笠
置
町
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
災
害
拠
点
施
設

の
強
化
の
た
め
、
役
場
本
庁
舎
の
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
改
修
工
事
に
伴
い
、
左
記
の
と
お
り
業
務
の
一

部
を
仮
庁
舎
（
笠
置
い
こ
い
の
館
２
階
）
へ
一
時
移
転
し
て

い
ま
す
。
期
間
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

工
事
期
間

　

６
月
21
日
（
月
）
～
令
和
４
年
３
月
31
日
（
木
）　

　

•�

会
計
は
本
庁
舎
西
側

執
務
室
（
旧
社
会
福

祉
協
議
会
執
務
室
）

に
移
動
し
ま
す
。

　

•�

郵
便
物
は
仮
庁
舎
へ

転
送
さ
れ
ま
す
の
で

住
所
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

•�

仮
庁
舎
へ
ご
来
庁
の

際
は
、
い
こ
い
の
館

駐
車
場
を
ご
利
用
い

た
だ
き
、
正
面
入
口

か
ら
２
階
へ
お
あ
が

り
く
だ
さ
い
。
（
い

こ
い
の
館
内
は
土
足

厳
禁
で
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
）

　

•�

本
庁
舎
、
第
２
庁
舎

へ
ご
来
庁
の
際
は
、

第
２
庁
舎
前
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

フ
ラ
ワ
ー
リ
レ
ー
の
撮
影
で

ス
フ
ラ
が
来
町

　

6
月
3
日
（
木
）
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

2
0
2
1
関
西
の
開
会
式
で
使
わ
れ
る
フ
ラ
ワ
ー
リ
レ
ー

（
大
会
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
桜
を
開
催
地
域
で
つ
な
ぐ
セ
レ
モ

ニ
ー
）
の
撮
影
で
、
大
会
マ
ス
コ
ッ
ト
の
ス
フ
ラ
が
和
束
町

を
訪
れ
ま
し
た
。
梅
雨
の
間
に
出
た
快
晴
の
も
と
、
美
し
く

映
え
る
茶
畑
を
背
に
ス
フ
ラ
が
元
気
よ
く
走
り
ま
し
た
。
今

回
撮
影
し
た
映
像
は
、
2
0
2
2
年
5
月
13
日
（
金
）
の
大

会
開
会
式
で
使
用
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
み
な
さ
ん
も
ぜ

ひ
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
2
0
2
1
関
西
に
参
加

し
て
、
開
会
式
の
映
像
と
と
も
に
大
会
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

　

６
月
２
日
（
水
）
、
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

出
水
期
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
災
害
の
発

生
が
予
想
さ
れ
る
危
険
箇
所
の
現
状
を
確
認
し
、
防
災
対
策

の
検
討
や
関
係
機
関
と
の
防
災
体
制
の
確
立
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
京
都
府

関
係
機
関
と
共
に
河
川

や
道
路
、
土
砂
災
害
に

つ
い
て
危
険
と
さ
れ
る

箇
所
の
現
地
確
認
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。 　
　
　

　

今
後
も
、
京
都
府
を

は
じ
め
防
災
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
、
防

災
体
制
の
更
な
る
構
築

と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

【
避
難
時
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
】

　

災
害
発
生
時
あ
る
い
は
、
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
時
は
、
迅
速
か
つ
安
全
な
避
難
が
も
と
め
ら
れ

ま
す
が
、
避
難
所
へ
避
難
す
る
場
合
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

南
山
城
村
で
は
、
避
難
所
で
の
検
温
や
消
毒
、
密
を

避
け
る
等
の
基
本
的
な
対
応
に
加
え
、
発
熱
や
咳
等
の

症
状
が
み
ら
れ
る
方
へ
の
対
応
も
準
備
を
し
て
い
ま
す

が
、
他
者
と
の
接
触
の
リ
ス
ク
は
高
く
な
り
ま
す
。

　

安
全
な
地
域
の
親
戚
や
友
人
の
家
等
へ
の
避
難
を
検

討
す
る
な
ど
、
よ
り
安
全
な
避
難
を
迅
速
に
お
こ
な
え

る
よ
う
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

まち＊むらの 話題

笠
置
町

和
束
町

南
山
城
村

桜の木を手に茶畑の前で撮影するスフラ

配置場所 配置部署 電話番号 ファックス番号

仮庁舎
（笠置いこいの館）

議会事務局
総務財政課
建設産業課
商工観光課
森林組合

社会福祉協議会

0743・95・2301（代） 0743・95・2333

本庁舎 会計
0743・95・2302（代） 0743・95・3021第2庁舎 税住民課

保健福祉課
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行 政 A d m i n i s t r a t i o n

南山城村職員採用試験案内
１．試験区分及び採用予定人数

職　種 採用予定人数 職務内容
一　般
事務職 若干名 一般事務に従事します。

土　木
技術職 若干名 土木に関する事務に

従事します。

２．受験資格　　
　１　昭和62年４月２日以降に生まれた人
　２　高等学校卒業程度以上の学力を有する人
※地方公務員法第16条の規定に該当する人は受験できません。

３．試験の日時及び場所等
区　分 試 験 日 場　所 試験内容

第１次
試　験 ９月19日（日）

南山城村
文化会館

（やまなみ）ホール

教養試験
適性検査
作文試験
専門試験（土木のみ）

第２次
試　験

第１次試験合
格者に通知し
ます。

南山城村
役場

・個人ワーク
・グループワーク
・面接

５．申込書及び履歴書の取扱い
　受験申込みの際に提出いただいた申込書や履歴書等は返却しませんのでご了承ください。

６．採用予定日　令和４年４月１日（金）

７．給与等
　南山城村職員の給与に関する条例に基づき支給されることになっており、初任給については次のとおりです。

大学卒 短大卒 高校卒 　左記の額は、令和３年４月１日現在の基本給です。
　左記の金額は今後改定される場合があり、また、職歴などがある方はそ
の経歴に応じて加算される場合があります。上記のほか、諸手当がそれぞ
れの支給条件に応じて支給されます。採用時 182,200 円 163,100 円 150,600 円

８．申込書の提出先・問合せ　南山城村役場総務財政課
〒619-1411　京都府相楽郡南山城村大字北大河原小字久保14番地1
☎0743・93・0102（直通）

青柳良明 副町長　退任
　皆様こんにちは。私は、６月13日で笠置町副町長の任期
が満了となり退任いたしました。歴史と風格のある笠置町で
副町長という重責を担うことが出来たことは大変名誉あるこ
とだと感じています。
　笠置の美しい自然と環境の中で、厳しい現実と向き合い、
多くの方々に助けていただきました。頼りになる役場職員の
皆様、親切で分け隔てなく接していただいた町民の皆様、政
策で真剣な議論を交わした議員の皆様、近隣の和束町、南山
城村、そして相楽の皆様、本当にありがとうございました。
　笠置町は日本の将来を凝縮したような町であり、笠置での
課題解決は日本の未来を切り開くヒントになると確信してい
ます。
　笠置から離れますが、永遠の笠置応援団としてこれからも
笠置や相楽を見守り、応援していきたいと思います。
� 令和３年６月13日　　青柳良明

４．受験申込手続及び申込受付期間
⑴申込用紙の請求
　南山城村役場総務財政課に請求してください。
　郵送による請求の場合は、封筒のおもてに「採用試験受験申込
書請求」と朱書きし、120円切手を貼った郵便番号、あて先明記
の返信用大封筒（角２の大きさ）を同封して、総務財政課あてに
請求してください。南山城村のホームページにも掲載しています。

⑵受験申込みの方法
　申込みは村から配布された受験申込書に、次の書面を添付して
提出してください。

　　≪添付書類≫
　　１．履歴書　２．卒業又は卒業見込証明書　３．成績証明書

⑶受験申込受付期間
≪受付期間≫�７月１日（木）から８月10日（火）までの土・日曜

日、祝日を除く開庁日
持参する場合
　午前８時30分から午後5時までに申込用紙等を総務財政課にご
持参ください。
郵送の場合
　封筒の表面に「採用試験申込書在中」と朱書きし、必ず簡易書留
で送付してください（８月10日（火）午後５時までに必着のこと）。
　郵送の控え（受領証）は受験票が届くまで保管しておいてください。
　書類の不備がある場合は受付できません。
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行 政 A d m i n i s t r a t i o n

マイナンバーカードの
交付申請についてのおしらせ（笠置町）

　マイナンバーカードの交付申請について郵送、パソコン・スマートフォンで行う方法に加え、役
場窓口での申請受付を実施します。
　申請時に窓口で職員が顔写真を撮影し、本人確認と暗証番号の決定をおこなうと後日、自宅へマ
イナンバーカードを郵送します。

期　　間　８月２日（月）〜令和４年３月31日（木）

　　　　　（�平日：午前９時〜11時30分

　　　　　　　　　午後１時30分〜４時30分）

申請窓口　笠置町役場税住民課（第２庁舎）

申 請 者　本人

　　　　　※�15歳未満の方または成年被後見人の方は、

必ず法定代理人が同行してください

持参するもの

・�通知カードまたは個人番号通知書

　※通知カードは申請時に回収します

・�本人確認書類　Ａ１点もしくはＢ２点

　※�紛失などやむを得ない理由で通知カードが返納で

きない場合は、Ａ２点もしくはＡ１点＋Ｂ１点が

必要です

Ａ
運転免許証、運転経歴証明書（平成24年4月1日以降のもの）

パスポート、身体障害者手帳、在留カード等

Ｂ
健康保険証、年金手帳、介護保険証、医療受給者、生活保護受給者証

母子手帳、学生証、預金通帳（キャシュカード）等

・住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）※申請時に回収します

・令和３年１月以降に自宅に郵送されてきた「QRコード付交付申請書」（お持ちの方のみ）

・印鑑（代理記入の方のみ）

・窓口での写真撮影を希望されない方は顔写真　タテ4.5㎝×ヨコ3.5㎝

※�申請には１人20分から30分かかります。
※�本人確認書類の種類や通知カードの有無によっ
ては、郵送での交付ができない場合があります。
その場合は、役場まで受け取りにきてください。
※�すでにマイナンバーカードを申請し、交付ハガ
キが届いた方で、開庁時間にお越しになれない
場合は時間外に交付いたしますので、税住民課
までご連絡ください。

問合せ　笠置町税住民課　☎0743・95・2302（代表）
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教育

文
部
科
学
大
臣
表
彰
「
子
供
の

読
書
活
動
優
秀
実
践
校
」
受
賞

　

毎
年
4
月
23
日
は
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
で
す
。
文
部
科

学
省
で
は
、
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
子
ど
も

が
積
極
的
に
読
書
活
動
を
行
う
意
欲
を
高
め
る
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、
特
色
あ
る
優
れ
た
実
践
を
行
っ
て
い
る
学
校
、

図
書
館
、
民
間
団
体
及
び
個
人
に
対
し
て
表
彰
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
南
山
城
小
学
校
が
「
子
供
の
読
書
活
動

優
秀
実
践
校
」
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

南
山
城
小
学
校
で
は
、
春
と
秋
の
読
書
週
間
を
は
じ
め
年

間
を
通
じ
て
、
お
話
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
読
み
語
り
、
担
任
以

外
の
教
職
員
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
、
図
書
委
員
会
の
お
す

す
め
本
の
紹
介
な
ど
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な

り
、
本
を
読
む
こ
と
、
調
べ
る
こ
と
、
表
現
す
る
こ
と
を
通

し
た
児
童
の
「
こ
と
ば

の
力
」
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
い
つ
も
読
み
か
け

の
本
を
手
元
に
お
い
て

お
く
「
マ
イ
ブ
ッ
ク
か

ば
ん
」
の
ユ
ニ
ー
ク
な

取
組
が
評
価
さ
れ
、
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

読
書
は
、
学
び
を
深

め
、
感
性
や
想
像
力
を

豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
連
合
の

子
ど
も
た
ち
が
読
書
を

楽
し
め
る
取
組
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

I
C
T
を
活
用
し
た
授
業

　

相
楽
東
部
広
域
連
合
立
各
小
・
中
学
校
は
、
昨
年
度
末
に

全
児
童
生
徒
に
配
布
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
今
年
度
か
ら
授

業
で
本
格
的
に
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
た
調
べ
学
習
、
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
課

題
を
映
し
出
し
全
員
で

取
り
組
む
協
働
学
習
、

ま
た
、
自
分
の
思
い
や

考
え
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

書
き
込
み
、
発
表
す
る

学
習
等
、
学
習
効
果
を

高
め
る
ツ
ー
ル
と
し
て

使
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
I
C
T
を
効

果
的
・
効
率
的
に
活
用

し
、
多
様
な
学
習
形
態

や
学
習
機
会
の
創
出
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

京
都
府
文
化
財
保
護
指
導
員
委
嘱

　

指
導
員
の
皆
さ
ん
は
京
都
府
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
年
間
を

通
じ
て
管
内
に
あ
る
府
指
定
文
化
財
を
巡
視
さ
れ
ま
す
。
府

指
定
文
化
財
の
所
有
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
巡
視
の
際
の
聞
き

取
り
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
巡
視
の
際
に
は
指
導
員
の
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て

い
ま
す
の
で
、
必
要
で
あ
れ
ば
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。　
　
　

〇
北
川　

正
博
（
笠
置
町
担
当
）

〇
西
島　
　

剛
（
和
束
町
担
当
）

〇
村
川　

俊
明
（
南
山
城
村
担
当
）

南山城村　田山花踊り
笠置町　勧請縄

和束町　茶畑景観
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保健・福祉

乳がん・子宮頸がん検診（南山城村）
　集団検診車による婦人のがん（乳がん・子宮頸がん）検診を下記のとおりおこないます。最寄りの場所で受
診してください。なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止する場合があります。

日　程 受付時間 場　所 内　容

８月６日（金）
午前10時～11時 高尾公民館 子宮がん検診

乳 が ん 検 診

骨粗しょう症検診

内診・子宮頸部細胞診
対象：20歳以上
乳房のX線撮影（マンモグラフィー）
対象：40歳以上
踵部の骨密度測定：８月23日（月）のみ

午後１時～３時 農業者トレーニングセンター

８月23日（月）
午前10時～11時 本郷コミュニティーセンター
午後１時～３時 保健福祉センター

自己負担金　子宮頸がん1,000円　乳がん 1,000円
　　　　　　※�８月23日（月）のみ、骨粗しょう検診

（骨密度測定）を無料で実施します。
申込み　�７月30日（金）までに保健福祉センターに

ご連絡ください。後日、申込された方に受診
票を送付します。

【子宮頸がんの個別検診について】
京都府内と伊賀市内の指定医療機関での検診は10月
１日（金）～令和４年１月31日（月）までの予定です。
申込み　�９月30日（木）までに保健福祉センターに

ご連絡ください。後日、受診票を送付します。

献血のおしらせ（笠置町）
～あなたのやさしさ待っています～

日時・場所　７月20日（火）
　　　　　　午前10時30分～11時45分　笠置いこいの館
　　　　　　午後１時　　～３時30分　笠置いこいの館
献血できる方　男性17～69歳、女性18～69歳で男女とも
　　　　　　体重50kg以上の方
　　　　　　※�65歳以上の方の献血については、献血いただく方

の健康を考慮し、60～64歳の間に献血経験がある
方に限ります。

　　　　　　※�輸血や臓器の移植をうけたことのある方はご遠慮く
ださい。

持 ち 物　献血カードまたは免許証など本人確認ができるもの
問 合 せ　笠置町保健福祉課　☎0743・95・2302（代表）

相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30分～午後０時30分
診療時間 午前９時～
症状によっては診察できない場合や京都山城総合
医療センターを紹介する場合があります。
受診前には電話でお問合せください。

８月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
８月１日（日） 内科
８日（日） 内科
９日（月･祝） 内科・小児科
15日（日） 内科
22日（日） 内科･小児科
29日（日） 内科

※�７月分については広報れんけい６月号をご覧
ください。

問合せ　相楽休日応急診療所
　　　　（相楽会館内）
　　　　☎0774・73・9988（直通）

新型コロナウイルス感染症に係る
国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の減免
　新型コロナウイルス感染症の影響により、一定程度収入が減少された世帯の被保険者等に対して、保険税
（料）を免除または減額する制度があります。なお、申請・相談は各町村窓口で受け付けています。
【保険税（料）の減免の対象となる方】
①　�新型コロナウイルス感染症により、主た
る生計維持者が死亡、または重篤な傷病
を負った場合⇒保険税（料）を全額免除

②　�新型コロナウイルス感染症の影響により、
主たる生計維持者の収入減少（※）が見
込まれる場合⇒保険税（料）の一部を減
額

※�具体的な収入減少等の要件については各町
村窓口へお問合せください。

問合せ
【国民健康保険】	笠置町税住民課　☎0743・95・2302（代表）
	 和束町税住民課　☎0774・78・3005（直通）
	 南山城村保健医療課　☎0743・93・0104（直通）
【介護保険】	 笠置町保健福祉課　☎0743・95・2302（代表）
	 和束町福祉課　☎0774・78・3006（直通）
	 南山城村保健医療課　☎0743・93・0104（直通）
【後期高齢者医療】	笠置町保健福祉課　☎0743・95・2302（代表）
	 和束町税住民課　☎0774・78・3005（直通）
	 南山城村保健医療課　☎0743・93・0104（直通）

申込み・問合せ　南山城村保健福祉センター　☎0743・93・0294
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保健・福祉

　

思
春
期
に
入
っ
て
初
経
（
初
め
て
の

生
理
）
が
始
ま
る
と
女
性
の
悩
み
は
一

気
に
増
え
て
き
ま
す
。
月
経
が
始
ま
っ

て
間
も
な
い
こ
ろ
は
周
期
が
定
ま
ら
ず
、

い
つ
出
血
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の

で
、
学
校
の
行
事
や
私
生
活
で
の
い
ろ

い
ろ
な
予
定
と
折
り
合
い
が
つ
か
な
い

状
況
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
お
ま
け

に
出
血
量
も
多
か
っ
た
り
少
な
か
っ
た

り
、
数
日
で
終
わ
る
短
い
も
の
か
ら
1

か
月
以
上
続
く
長
い
も
の
も
あ
り
、
こ

れ
ま
た
不
安
に
拍
車
を
か
け
て
し
ま
い

ま
す
。

　

こ
の
現
象
は
卵
巣
の
機
能
が
未
熟
で

成
長
途
上
で
あ
る
が
ゆ
え
に
起
こ
る
現

象
で
、
初
経
か
ら
お
お
む
ね
2
～
3
年

も
す
る
と
、
そ
の
子
な
り
の
リ
ズ
ム
で

月
経
が
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
月
経
痛
や
月
経
周
期
の
調
節
に

使
わ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
剤
も
い
ろ
い
ろ
な

種
類
の
も
の
が
出
て
き
て
い
ま
す
が
、

小
学
校
高
学
年
か
ら
高
校
生
ぐ
ら
い
ま

で
の
間
は
体
の
成
長
を
仕
上
げ
る
大
切

な
時
期
な
の
で
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た

薬
の
適
切
な
選
択
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

女
性
は
月
経
が
開
始
し
て
し
ば
ら
く

す
る
と
骨
端
線
が
閉
じ
て
身
長
の
伸
び

も
止
ま
っ
て
く
る
の
で
そ
の
こ
ろ
か
ら

は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
お
薬
を
服
用
し
て

も
い
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
の
研
究
で
は
身
長
の
伸
び
は
止
ま

っ
て
も
お
お
む
ね
20
歳
く
ら
い
ま
で
の

間
は
骨
を
丈
夫
に
仕
上
げ
る
期
間
と
し

て
ホ
ル
モ
ン
剤
服
用
に
つ
い
て
の
量
や

種
類
を
適
切
に
選
ぶ
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

先
日
小
学
校
5
年
生
の
娘
さ
ん
が
月

経
痛
や
ら
月
経
不
順
で
ト
ラ
ブ
ル
が
続

く
の
で
、
ホ
ル
モ
ン
剤
の
服
用
を
希
望

す
る
と
の
相
談
を
さ
れ
た
お
母
さ
ま
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
の
び
の
び
し

た
学
校
生
活
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
送
ら

せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
お
母
さ
ま
の
気

持
ち
も
理
解
で
き
る
の
で
す
が
、
ま
さ

に
成
長
途
上
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
て

今
し
ば
ら
く
経
過
観
察
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
し
た
。

　

昔
に
比
べ
て
月
経
が
は
じ
ま
る
時
期

が
早
ま
り
困
惑
さ
れ
る
娘
さ
ん
た
ち
が

多
い
の
で
す
が
、
診
察
で
異
常
が
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
後
は
と
て
も
安
心
さ

れ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
こ
と
が
女
性
と

し
て
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
、
月
経
に

ま
つ
わ
る
不
都
合
へ
の
対
処
も
含
め
て

健
や
か
な
成
長
を
促
す
原
動
力
に
な
り

ま
す
の
で
月
経
の
こ
と
で
悩
ん
だ
ら
産

婦
人
科
を
受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

華
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
木
津
川
市
）

柳　

華

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
そ
の
7676  

思
春
期
の
月
経
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

思
春
期
の
月
経
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

安心・安全
木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

◇
水
辺
の
事
故
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

・�

一
般
的
に
子
ど
も
は
「
静
か
に
」
溺
れ
ま
す
。
で
す

の
で
、
子
ど
も
だ
け
の
水
遊
び
は
大
変
危
険
で
す
。

子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

・�

川
は
上
流
の
天
候
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
、
安
全

と
思
わ
れ
る
場
所
で
も
急
に
増
水
す
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

・�

天
候
が
悪
い
と
き
、
体
調
が
悪
い
と
き
の
遊
泳
、
飲

酒
し
た
と
き
の
釣
り
や
遊
泳
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

・�

釣
り
や
ボ
ー
ト
等
に
乗
る
と
き
は
、
必
ず
ラ
イ
フ
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

◇�

京（
み
や
こ
）す
ぐ
メ
ー
ル
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

　

�　

京
都
府
警
察
で
は
、府
内
に
所
在
す
る「
防
犯
」に
興

味
を
お
持
ち
の
企
業
、事
業
所
、防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

の
み
な
さ
ん
へ
各
種
情
報
を「
京（
み
や
こ
）す
ぐ
メ
ー

ル
」と
い
う
メ
ー
ル
で
、チ
ラ
シ
形
式（
P
D
F
デ
ー
タ
）

に
よ
り
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

配
信
内
容
は

　
・�

犯
罪
情
報　

�

地
域
に
お
け
る
犯
罪
情
勢
や
連
続
発
生

の
お
そ
れ
の
あ
る
事
件
情
報

　
・�

活
動
事
例　

�

企
業
等
に
よ
る
効
果
的
な
防
犯
活
動
の

情
報

　
・�

防
犯
情
報　

�

防
犯
行
事
、
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に

関
す
る
情
報

　
　

等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
�　

登
録
は
京
都
府
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
→
安
全
な
暮
ら
し
→
防
犯
対
策
→
企
業
･
事
業
者
向

け
の
防
犯
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
「
京
す
ぐ
メ
ー
ル
」
に

登
録
し
ま
せ
ん
か
！
）
か
ら
お
こ
な
え
ま
す
。

　

※�
ド
コ
モ
・
a
u
・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
ア
ド
レ
ス
に
は

デ
ー
タ
が
添
付
さ
れ
な
い
た
め
、
P
C
用
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
で
登
録
願
い
ま
す
。

問
合
せ　

�

京
都
府
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
・
4
5
1
・
9
1
1
1

　
　
　
　

木
津
警
察
署

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

舞
鶴
海
上
保
安
部

か
ら
の
お
願
い

～
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を

�

安
全
に
！
～

　

海
で
泳
ぐ
場
合
は
、
ラ
イ
フ
セ
ー

バ
ー
や
監
視
員
が
常
に
い
る
「
海
開

き
を
し
て
い
る
海
水
浴
場
」
で
泳
ぐ

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

海
水
浴
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
に
、

「
遊
泳
区
域
内
で
泳
ぐ
」「
小
さ
な
子

供
か
ら
目
を
離
さ
な
い
」「
お
酒
を

飲
ん
だ
ら
泳
が
な
い
」
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

　

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
を
楽
し
む
方

は
、「
発
航
前
に
機
関
や
燃
料
等
の

点
検
の
実
施
」「
常
時
見
張
り
の
徹

底
」「
救
助
支
援
者
の
確
保
」
を
確

実
に
お
こ
な
い
、「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
を
必
ず
着
用
」
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
海
の
事
件
・
事
故
は
「
１

１
８
番
」（
海
上
保
安
庁
緊
急
通
報

用
電
話
番
号
）
へ
通
報
を
お
願
い
し

ま
す
。

海
を
安
全
に

楽
し
む
た
め
に
！

ウ
ォ
ー
タ
ー

セ
ー
フ
テ
ィ
ガ
イ
ド

問
合
せ　

舞
鶴
海
上
保
安
部

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
3
・
76
・
4
1
2
0
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講
座

大
人
も
W
a
k
u
W
o
r
k
体
験
事
業

 『
木
工
体
験
教
室
』

日　

時　

７
月
28
日
（
水
）

時　

間　

午
前
９
時
～
正
午

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館 

研
修
室

作　

品　

カ
ン
ト
リ
ー
ラ
ッ
ク

　
　
　
　
　

サ
イ
ズ
高
90
×
幅
40
×
奥
行
30
㎝　

対
象
者　

�

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
除
く
）

定　

員　

先
着
10
人

参
加
費　

�

2
5
0
0
円
（
材
料
費
＋
講
習
料
）

　
　
　
　

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

申
込
期
間　

7
月
7
日
（
水
）
～
16
日
（
金
）

　

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

持
ち
物　

�

軍
手
・
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

服　

装　

汚
れ
て
も
い
い
服
装
・
運
動
靴

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

7
月
14
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

講　

師　

ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

対
象
者　

�

笠
置
町
・
南
山
城
村
に
在
住
の
高
校

生
以
上
の
方
（
和
束
町
の
方
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
）

　

※
保
護
者
同
伴
で
あ
れ
ば
小
・
中
学
生
も
可

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

　
　
　
　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

  『
健
康
体
操
教
室
』

実
施
日　

7
月
8
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す 

ホ
ー
ル

講　

師　

鷹
野
明
子
さ
ん

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

和
束
町
史
編
さ
ん
室

 『
第
９
回
古
文
書
講
座
』の
案
内

日　

時　

７
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分
ま
で

場　

所　

和
束
町
商
工
会
館 

研
修
室

テ
ー
マ　
「
江
戸
時
代
の
和
束
の
大
工
さ
ん
」

内　

容　
�　

和
束
の
大
工
さ
ん
は
江
戸
時
代
に

和
束
天
満
宮
で
拝
殿
の
板
の
取
り
換

え
と
末
社
の
屋
根
の
吹
き
替
え
を
行

い
ま
し
た
。こ
の
工
事
資
料
の
古
文
書

を
教
材
と
し
て
、当
時
の
和
束
の
大
工

さ
ん
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
仕
事
を
し

て
い
た
の
か
、読
み
解
い
て
い
き
ま
す
。

　

古
文
書
に
興
味
は
あ
る
が
こ
れ
ま

で
触
れ
る
機
会
が
無
か
っ
た
方
、
こ

れ
か
ら
古
文
書
の
勉
強
を
始
め
て
み

た
い
方
な
ど
、
初
心
者
の
方
に
お
す

す
め
で
す
。
皆
様
の
御
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

講　

師　

和
束
町
史
編
さ
ん
室 

専
門
員

　
　
　
　

渡
邉
久
仁
太

定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料

申
込
み　

和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
74
・
8
9
5
2

　
　
　
　

※�

町
史
編
さ
ん
室
に
つ
な
が
ら
な
い

時
は
教
育
委
員
会
へ

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

※�

マ
ス
ク
着
用
の
う
え
、
検
温
を
済
ま
せ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※�

以
上
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
後
の

状
況
に
応
じ
て
、
変
更
、
ま
た
は
中
止
さ
せ

て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
お
電
話

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

甲
種
防
火
管
理
に
関
す
る
講
習
会

日　

時　

8
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時
10
分

　
　
　
　
　
　

24
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

場　

所　

�

む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
（
精
華
町
立
体

育
館
） 

4
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
　

�

相
楽
郡
精
華
町
大
字
下
狛
小
字
神
ノ

木
8
番
地

定　

員　

約
50
人
（
予
定
）

受
講
料　

�

無
料
（
講
習
会
初
日
に
テ
キ
ス
ト
代

が
必
要
で
す
。
）

申
込
み　

7
月
1
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）

　
　
　
　
　

�

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
土
・
日

曜
、
祝
日
を
除
く
）
に
受
講

　

※�

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
相
楽

中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
（
木
津
川
市
木

津
白
口
10
番
地
2
）
へ
。

そ
の
他　

・�

受
講
申
込
書
は
消
防
本
部
お
よ
び

各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

・�

当
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
の
実
施

案
内
文
お
よ
び
受
講
申
込
書
を
印

刷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　

・�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡

大
状
況
に
よ
っ
て
は
講
習
会
が
中

止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

�

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
1

　
　
　
　
　

HP http://www.sourakuchubu119-kyoto.jp/
 

催
し

和
束
町
史
編
さ
ん
室 

 『
杣
田
の
歴
史
』写
真
展
示
の
案
内

日　

時　

７
月
７
日
（
水
）
～
21
日
（
水
）

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
杣
田
の
歴
史
」

内　

容

　

�　

今
回
は
、
杣
田
に
つ
い
て
、
明
治
時
代
初

期
頃
の
絵
図
と
当
時
の
杣
田
村
の
人
口
、
戸

数
、
田
畑
の
面
積
、
寺
社
仏
閣
数
、
牛
馬
、

職
業
別
数
、
店
の
種
類
、
松
茸
山
な
ど
が
わ

か
る
資
料
の
写
真
展
示
を
行
い
ま
す
。
役
場

に
来
ら
れ
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

笠
置
青
も
み
じ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

日　

時　

�

６
月
26
日（
土
）～
７
月
18
日（
日
）

　
　
　
　
　

�

午
前
10
時
～
午
後
９
時
（
入
山
は

午
後
８
時
半
ま
で
）

場　

所　

�

笠
置
山
も
み
じ
公
園
（
笠
置
寺
境

内
）

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
り

開
催
期
間
を
予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

林
真
理
子
さ
ん
講
演
会

 『
日
本
、京
都
を
見
つ
め
直
そ
う
』

日　

時　

8
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

場　

所　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

内　

容

informationおしらせ
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in
fo

rm
ation

おしらせ

　
日
本
、
京
都
を
見
つ
め
直
そ
う

　

第
1
部　

�

林
真
理
子
さ
ん
（
作
家
）
の
単
独

講
演

　

第
2
部　

�

林
真
理
子
さ
ん
と
沢
登
次
彦
さ
ん

（
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

長
）の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

定　

員　

�

1
0
0
人
（
定
員
を
超
え
る
申
込
の

場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

�

7
月
8
日
（
木
）
午
前
9
時
～
22
日

（
木
） 

午
後
5
時
ま
で
に
、
厚
生

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
込
み

く
だ
さ
い

問
合
せ　
（
一
財
）京
都
府
市
町
村
職
員
厚
生
会

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
・
4
1
1
・
0
0
8
4

　
　
　
　
　

HP http://www.kyoto-koseikai.or.jp

募
集

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

日　

時　

7
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
正
午
ま
で

場　

所　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

内　

容　

�

心
肺
蘇
生
法
・
異
物
除
去
法
・
止
血

法
及
び
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
方
法
な
ど
（
人
工
呼

吸
は
説
明
の
み
）

対
象
者　

�

木
津
川
市
、
笠
置
町
、
和
束
町
及
び

南
山
城
村
に
在
住
・
在
学
ま
た
は
勤

務
者
（
中
学
生
以
上
の
方
と
し
ま

す
。
）

募
集
人
員　

�

６
人
（
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。）

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

7
月
5
日
（
月
）
～
15
日
（
木
）

　
　
　
　
　

�

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま

で
（
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）

そ
の
他　

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
定
員
を
縮
小

し
受
講
者
同
士
の
間
隔
を
広
く
設

け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

・�

受
講
者
は
マ
ス
ク
を
持
参
、
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

・�

当
日
、検
温
等
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

実
施
し
ま
す
が
、感
冒
等
の
症
状

が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
2　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
職
員
募
集

募
集
内
容
・
応
募
資
格

消防職 職
種

若干名
採
用
予
定

人　
　

数

身体的条件 居住条件 年齢と学歴

受　
　

験　
　

資　
　

格

◯�

視
力

　

�

両
眼
で
1
・
0
以
上
で
あ
る
こ
と
。

（
矯
正
視
力
含
む
。）

◯�

身
体
・
色
覚
・
聴
力
・
言
語
、
そ
の

他
職
務
遂
行
上
支
障
が
な
い
こ
と
。

◯�

相
楽
中
部
消
防
組
合
管
内
ま
た
は

そ
の
近
郊
（
お
お
む
ね
通
勤
時
間

片
道
40
分
以
内
）
に
居
住
し
て
い

る
か
、
採
用
時
に
居
住
の
予
定
が

あ
る
こ
と

◯�

平
成
8
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
、学
校
教
育
法
の
高
等
学
校
以
上

の
卒
業
者
ま
た
は
同
等
の
学
力
を

有
す
る
人（
令
和
4
年
3
月
卒
業
見

込
者
を
含
む
）

受
付
期
間　

7
月
26
日（
月
）～
8
月
13
日（
金
）

　

※�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30

分
～
午
後
5
時
ま
で

受
付
場
所　

木
津
川
市
木
津
白
口
10
番
地
2

　
　
　
　
　

�

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
総

務
課
ま
で
本
人
持
参
（
郵
送
は
受

付
不
可
）

必
要
書
類　

�

申
込
書
と
受
験
票
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
3
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
写

真
を
貼
り
、
次
の
書
類
等
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

・�

最
終
学
校
卒
業
証
明
書
（
卒
業
見

込
証
明
書
）

　
　
　
　

・
最
終
学
年
成
績
証
明
書

　
　
　
　

・�

受
験
票
送
付
用
封
筒 

1
通
（
長

形
3
号
封
筒
に
、
住
所
・
氏
名
を

記
入
し
84
円
の
切
手
を
貼
付
し
て

く
だ
さ
い
。
）

試
験
日　

第
1
次
試
験

　
　
　
　

実
施
日　

9
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

場　

所　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　
　
　
　
　

相
楽
会
館
2
階
（
予
定
）

試
験
内
容　

教
養
試
験
・
消
防
適
性
検
査
・
小
論
文

　

※�

第
2
次
試
験
等
に
つ
い
て
は
、
合
格
者
に

通
知
し
ま
す
。

そ
の
他　

�

試
験
案
内
・
申
込
書
等
は
、相
楽
中
部

消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
及
び
消

防
本
部
各
出
張
所
、木
津
川
市
役
所

（
支
所
）、笠
置
町
役
場
、和
束
町
役

場
及
び
南
山
城
村
役
場
に
置
い
て
い

ま
す
が
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://

w
w
w
.o
u
ra
k
u
c
h
u
b
u
1
1
9

‐

kyoto.jp/

）か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
0

プ
ー
ル
監
視
員
の
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

勤
務
期
間　

8
月
7
日
（
土
）
～
12
日
（
木
）   

　
　
　
　
　

※
予
定

勤
務
時
間　

午
後
12
時
30
分
～
4
時
30
分

勤
務
場
所　

南
山
城
小
学
校　

プ
ー
ル

募
集
定
員　

３
人
程
度

応
募
資
格　

１
．
高
校
生
以
上
で
泳
げ
る
方

　
　
　
　
　

（�

た
だ
し
、
高
校
生
は
保
護
者
の

承
諾
書
が
必
要
で
す
）

　
　
　
　

２
．�

教
育
委
員
会
が
開
催
す
る
講
習

会
に
出
席
で
き
る
方

　
　
　
　
　

（�

講
習
会
は
勤
務
時
間
と
し
、
賃

金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。
日
程

は
調
整
の
上
、
後
日
連
絡
し
ま

す
。
）

時
間
給　

１
０
０
０
円

募
集
期
間　

�

7
月
7
日
（
水
）
～
26
日
（
月
）
の

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

応
募
方
法　

�

履
歴
書
、
従
事
承
諾
書
（
高
校
生
の

み
）
を
教
育
委
員
会
へ
提
出
（
笠
置

町
・
和
束
町
・
南
山
城
村
の
い
ず
れ

で
も
可
）
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
右
記
書
類
は
、
教
育
委
員
会
窓

口
で
受
け
取
り
い
た
だ
く
か
、
ま
た

は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w
.union.sourakutoub

u.
lg.jp

）
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
履
歴
書
は

市
販
の
も
の
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

郵
送
先　

〒
６
１
９
―

１
４
１
１

　
　
　
　

�

南
山
城
村
北
大
河
原
久
保
８
番
地　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室
（
や
ま

な
み
ホ
ー
ル
内
）

　
　
　
　

※�

直
接
提
出
さ
れ
る
場
合
に
は
、
お

近
く
の
教
育
委
員
会
ま
で
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
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問
合
せ　

�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

南
山
城

村
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
令
和
3
年
度
第
2
学
期
の
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
資
料
を
無
料
で
差
し

上
げ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
左
記
問
合
せ

先
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間　

第
1
回　

8
月
31
日
（
水
）
ま
で

　
　
　
　

第
2
回　

9
月
14
日
（
火
）
ま
で

問
合
せ　

放
送
大
学
京
都
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
・
3
7
1
・
3
0
0
1

　
　
　
　
　
　
　
　

 

ま
た
は

　
　
　
　

放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
2
・
20
・
7
8
7
0

相
談

人
権
・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日　

7
月
20
日
（
火
）

時　

間　

午
後
1
時
～
4
時

場　

所　

�

笠
置
会
館
1
階
会
議
室

問
合
せ　

�

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
　
　
　

☎
0
4
3
・
95
・
2
3
0
2

　
　
　
　
　

笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
代
表
）

行
政
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

7
月
6
日
（
火
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　

所　

�

和
束
町
役
場 

第
1
相
談
室

問
合
せ　

�

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1（
直
通
）

人
権
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

7
月
27
日
（
火
）

時　

間　

午
前
9
時
～
正
午

場　

所　

�

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

�

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

7
月
20
日
（
火
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

7
月
20
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

　
　
　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
予
約
は
7
月
19
日
（
月
）
午
後
５
時

ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場
　
所

7
月
16
日（
金
）

笠
置
会
館

7
月
21
日（
水
）

東
部
区
集
会
所

7
月
27
日（
火
）

飛
鳥
路
集
会
所

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
2（
代
表
）

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場
　
所

7
月
14
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

7
月
16
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

7
月
30
日（
金
）

高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

※�

以
上
の
各
種
相
談
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

出
張
が
ん
個
別
相
談

日　

時　

7
月
6
日（
火
）、
8
月
3
日（
火
）

　
　
　
　
　

�

い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
保
健
師
又
は
看
護
師

相
談
料　

無
料

予　

約　

�

実
施
日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
に
左

記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　

�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町

43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
2
階
）

　
　
　
　
　
　

0
1
2
0
・
0
7
8
・
3
9
4

　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

電
話
及
び
対
面
相
談
を
、
月
～
金
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前
9
時
～
正
午
、

午
後
1
時
～
4
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

就
職
相
談
会

 （
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　

時　

7
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場　

所　

�

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
あ
ん
」

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―

10

　
　
　
　
（
J
R
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

費　

用　

無
料	

問
合
せ　

�

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
あ
ん
」

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
　
　
　

０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

　

※�

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

ひ
よ
こ
広
場（
南
山
城
村
）

開
催
曜
日　

月
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

対　

象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

場　

所　

�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

機
能
訓
練
室

リ
ト
ミ
ッ
ク
開
催
日　

7
月
26
日
（
月
）

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

informationおしらせ
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in
fo

rm
ation

おしらせ

粗大ごみの出し方
粗大ごみ　出せるもの（一例）：�家具類・ふとん・カーペット・アルミ製品・調理器具
　　　　　　　　　　　　　　 電化製品（テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン、パソコンを除く）
粗大ごみで収集しないもの（一例）
◎法律で定められたもの（家電リサイクル法等）
　テレビ・冷蔵庫・エアコン・洗濯機・パソコン
◎危険なもの　　消火器・ガスボンベ・廃油・農薬・火薬類
◎専門的なもの
　自動車部品（タイヤ・バッテリー等）・農機具類
◎処理困難物　　畳・ドラム缶・浴槽・ピアノ

出す時の注意
◇�カーペットや布団などは小さくたたみ、縛って出してください。
◇�刃物等の危険なものは、紙などに包んで品目を明記して出
してください。

◇��ガラスや鏡などは収集や処理の事故防止の為、段ボール箱
等に入れて出してください。

　笠置町・和束町・南山城村から集められた粗大ごみの中には
スプレー缶・空き缶・ペットボトル等の混入が目立っています。
　ごみの分別にご協力ください。

　

令和３年度自衛官募集案内
募集種目及び試験期日等

募集種目 受付期間 試験期日 資　格

航空学生
7月1日（木）

～
9月9日（木）

1次 	 �９月20日（月・祝）
2次 	 �10月16日（土）～21日（木）
3次 	（海）11月19日（金）～12月15日（水）
	 （空）11月13日（土）～12月16日（木）

海：18歳以上23歳未満の者
［高卒又は高専３年次修了者（いずれも見込含）］
空：18歳以上21歳未満の者
［高卒または高専３年次修了者（いずれも見込含）］

一般曹候補生
（2回目）

7月1日（木）
～

9月6日（月）

1次 	 �９月18日（土）～19日（日）
2次 	 10月９日（土）・11日（月）～14日（木）
いずれか１日を指定します。

18歳以上33歳未満の者
（32歳の者は、採用予定月の末日現在、33歳に達し
ていない者）

自衛官
候補生

男子 年間を通じて
おこなってお
ります。

受付時におしらせします。（注）
18歳以上33歳未満の者
※�32歳の者は、採用予定月の1日から起算して3月に
達する日の翌月の末日現在、33歳に達していない者女子

（注）�※令和４年３月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、令和３年９月16日以降におこないます。

詳細につきましては、下記に確認してください。
受付及び問合せ
　⑴自衛隊京都地方協力本部　京都市中京区西ノ京笠殿町38　　　　　  ☎075・803・0821
　⑵宇治地域事務所　宇治市広野町西裏71―５ S・C OKUBO202号室　☎0774・44・7139

　⑶
笠置町総務財政課 和束町総務課 南山城村総務財政課
☎0743・95・2301（代表） ☎0774・78・3001（直通） ☎0743・93・0102（直通）

　⑷その他　�自衛隊各駐屯地・各基地等においても案内をおこなっています。

粗大ごみ収集日
　笠 置 町　毎月　第４月曜日
　和 束 町　毎月　第３火曜日(湯船・中和束)
　　　　　　　　　第４火曜日(東和束・西和束)
　南山城村　第1月曜日（�高尾・田山・今山・奥田・押

原・本郷・南大河原）
　　　　　　第2月曜日（月ヶ瀬NT・野殿・童仙房）

ごみの出し方に関する問合せ
　笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302（代表）
　和束町農村振興課　☎0774・78・3008（直通）
　南山城村建設環境課　☎0743・93・0106（直通）

公益財団法人京都府市町村振興協会

伊賀・山城南・東大和定住自立圏事業
救急・健康相談ダイヤル24

0120・4199・22

　心と体のさまざまな相談に24時間体制でお応
えします。※通話・相談は無料です。
◇�ご相談内容に応じてアドバイスいたします。場
合によっては、お名前と年齢を告げてください。
◇�どこからでも笠置町・南山城村にお住いのみな
さんが無料（フリーダイヤル）でご相談できます。
◇�プライバシーは厳守されるシステムになってい
ますので、安心してご相談ください。
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　受入家庭のみなさん、こんにちは。
　秋以降の農泊受入についてのアンケートへのご協力、ありがとう
ございました。
　下期の受入について、皆様のご意見やお考えを参考に関係機関と
協議し、決まり次第ご報告させていただきます。

informationおしらせ

農村宿泊体験（農泊）７月号

京都やましろ体験交流協議会
〒619-1222 和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
☎ 0774・78・3396　担当：湊・鍵岡
E-mail：info@chagenkyo.com

デマンド交通「村タク」始まっています
　南山城村では、役場や村内の関連団体により「やまなみ交通運営協議会」を立ち上げ、デマンド交通「村タ
ク」や、月ヶ瀬ニュータウン線の運営をおこない、地域の移動手段の確保、維持に努めています。
　村タクでは、事前に予約をすることで自宅や村内の
希望するところまで車両が迎えにきてくれ、タクシー
感覚で村内の希望する所やJR木津駅、笠置町内へ移
動することができます。
　詳しいご利用方法などについては「やまなみ交通運
営協議会」までお問合せください。
　運行に使用する車両は、企業版ふるさと納税により
寄付を受けた寄付金を活用し、地域のみなさんに認識
してもらえるラッピングを施しました。

やまなみ交通運営協議会（やまなみ交通）村タク運賃表
系統 利用内容 運賃額

村内での移動
（片道）

指定乗降場所（駅や公共施設 等） 300円／台
指定乗降場所以外 500円／台

村外への移動
（木津駅西口行）

南山城村から、JR木津駅（西口）までの片道運行となります。途中停車
や下車、経由などはできません。最大乗車人数は５名様までとなります。

3,000円／台
１人乗車の場合は

2,000円

村外への移動
（笠置町全域）

南山城村内→笠置町内 800円／台
笠置町内→南山城村内 800円／台

※�笠置町から木津行はご利用いただけません。また、笠置町内での移動もできませんのでご了承ください。笠置町から村へは可能です。
問合せ　やまなみ交通運営協議会　☎080・9593・4943

ラッピング施工をした運行車両

「下らないもの」
　江戸時代、京の都から江戸へ運ばれるものは「下りもの」と云われた。
　宇治茶のように高品質のものが多かったので、「下りもの」は良品を
指す言葉であった。
　このため「粗悪品」は「下らないもの」と表現されるようになった。

今月の
お茶にまつわる豆知識

ご寄付ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金」へ次のとおりご寄付をいただきました。
　　　　　　氏名：匿名希望 様　　住所：京都市左京区　　　　寄付金額：100,000円
　　　　　　氏名：匿名希望 様　　住所：さいたま市大宮区　　寄付金額：  10,000円 122021.7◦第184号 広報  



　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
続
く
中
、

夏
休
み
が
や
っ
て
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
は
家
族
や
周
囲

の
大
人
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
の
願
い
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
場
合
は
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

事
例
1
小
学
生
の
息
子
が
家
族
共
用
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
有
料

ア
イ
テ
ム
を
数
日
間
の
う
ち
に
次
々
に
購
入
し
、

総
額
1
5
0
万
円
以
上
も
課
金
し
て
い
た
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
は
父
親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
情
報
が
登
録
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、

子
ど
も
が
使
う
際
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。

・�

保
護
者
は
カ
ー
ド
情
報
を
削
除
し
て
お
く
な

ど
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
管
理
を
適
切
に
お

こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

・�

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
ご
と
に
メ
ー
ル

等
で
通
知
さ
れ
る
よ
う
設
定
し
、
日
ご
ろ
か

ら
状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・�

子
ど
も
が
使
う
端
末
で
は
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
利
用
し
、
購
入
・
支
払

い
な
ど
の
制
限
を
か
け
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

事
例
2
友
人
か
ら
頼
ま
れ
他
人
に
見
せ
な
い

約
束
で
自
分
の
裸
を
自
画
撮
り
し
、
そ
の
動
画

を
無
料
通
信
ア
プ
リ
で
そ
の
友
人
に
送
信
し
た

と
こ
ろ
、
そ
の
友
人
が
さ
ら
に
別
の
も
の
に
転

送
す
る
な
ど
し
て
、
そ
の
動
画
は
広
く
出
回
っ

て
し
ま
っ
た
。

・�

画
像
は
一
度
流
失
す
る
と
回
収
が
困
難
で
す
。

・�「
他
人
に
個
人
情
報
を
流
さ
な
い
」

　

�「
下
着
や
裸
の
写
真
は
と
ら
な
い
、
送
ら
な

い
」
こ
と
を
約
束
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

事
例
3
娘
に
ス
マ
ホ
で
動
画
を
見
せ
て
い
た
。

別
室
で
家
事
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
娘
が
何
か

話
し
て
い
る
の
で
、
行
っ
て
み
る
と
ア
ダ
ル
ト

サ
イ
ト
の
請
求
画
面
が
表
示
さ
れ
て
い
た
。

・�

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
請
求
画
面
が
出
て
も
、

あ
わ
て
て
お
金
を
支
払
っ
た
り
、
相
手
に
連

絡
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

休
み
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
!?

子
ど
も
の
非
行
・
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
で
き
る
こ
と
は

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）

　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５
（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。​

�

※
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

住　

所　

�

木
津
川
市
木
津
上
戸
15 

相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・日
曜
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は　

☎
0
7
5
･
2
5
7
・
9
0
0
2（
電
話
の
み
）

町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　　置

一般書
アウシュヴィッツで君を想う エディ・デ・ウィンド
新謎解きはディナーのあとで 東川 篤哉
ドキュメント 湊 かなえ

児童書
にんきものいちねんせい つちだ のぶこ
見つけ隊と燃える小屋のなぞ イーニッド・ブライトン
野原できみとピクニック 濱野 京子

和　　束

一般書
田舎のポルシェ 篠田 節子
新謎解きはディナーのあとで 東川 篤哉
曲亭の家 西條 奈加

児童書

おすしやさんにいらっしゃい!
生きものが食べものになるまで 遠藤 宏

ぼくのふとん 鈴木 のりたけ
がっこうのおばけずかん　
おばけいいんかい 斉藤 洋

南山城村

一般書
沙林　偽りの王国 帯木 蓬生
黙　しじま 辻堂 魁
気候変動から世界をまもる30の方法 国際環境NGO FoE Japan編

児童書
ゆらゆらばしのうえで はたこうしろう
地球をほる 川端 誠
自由帳みせて! すずき こうせい

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

★ Pick UP ★
「おすしやさんにいらっしゃい! 生きものが食べものになるまで」
おかだ　だいすけ・文 / 遠藤　宏・写真

　キンメダイ、アナゴ、イカなど、釣り上げた魚をさばき、
だんだんと美味しそうな切り身へと変わって行く様子を、
動画のような連続性で見せる写真絵本。
　魚のとくちょうや部位
の名前も解説。最後は
お寿司になって登場！み
んなで美味しくいただ
きます。
　「命をもらって生きて
いる自分を大切に」とメ
ッセージを贈ります。

図書室の連絡先
　笠置町図書室� ☎0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室� ☎0774・78・4013
　南山城村図書室� ☎0743・93・0522

和束町体験交流センター図書室より
●青少年読書感想文コンクール課題図書や読書感想文におすすめの本を展示・貸出しています。ぜひご利用ください。
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〒
619-1205 京

都
府
相
楽
郡
和
束
町
大
字
中
小
字
平
田
23番

地
の
1

☎
0
7
74・

7
8・
0
12
0
　
FAX
0
7
74・

7
8・
0
12
1

人口・世帯数
（令和３年６月１日現在）3町村人口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14番地の2

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

https://www.town.wazuka.lg.jp/

人　口	 3,736人　
世帯数	 1,702世帯

（減4）
（減3）

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90番地の1

☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口	 1,220人　
世帯数	    623世帯

（減7）
（減1）

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14番地1

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人　口	 2,586人　
世帯数	 1,215世帯

（減3）
（減1）

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!
運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日〜1月3日は運休）

運　賃：最大300円

◦月ヶ瀬口駅発
　8：15 / 10：15 / 13：15 / 15：40
◦加茂駅発
　9：15 / 11：15 / 14：15 / 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務財政課
☎0743・93・0102

運行状況確認
QRコード

まち・
� むら

　緑泉コースは和束茶カフェを発着点とした一周約3.9
㎞、約80分のウォーキングコースです。コース上には写
真のような美しい茶畑景観や和束川、弥勒磨崖仏など見
どころがたくさんあります。のんびりとウォーキングを楽
しんだあとに近隣のカフェで和束茶やスイーツを味わう
のもおすすめです。
　緑泉コースウォーキングマップは和束町観光案内所、
役場地域力推進課にございます。また、ホームページか
らもご覧いただけます。
問合せ　和束町役場地域力推進課
　　　　　☎0774・78・3002（直通）

緑泉コース

緑泉コース ビューポイント

和束川

水と歴史でつながる
伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏

　笠置町と南山城村は、三重県伊賀市・奈良県山添村と定住自立圏形成協定を締結し、
医療や火災、観光などを連携して事業に取り組んでいます。
　ここでは、伊賀市・山添村の一押しの情報を紹介します。

伊賀市 芭蕉翁記念館企画展
芭蕉たちの食卓 ―芭蕉は何を食べたのか？

　俳句には、四季折々の
さまざまな食べ物が登場
します。企画展では、松
尾芭蕉と江戸時代の俳
人たちの作品を中心に、
そこからわかる当時の
食文化を紹介します。
　芭蕉たちは、日々の暮
らしの中で、どのような
ものを食べていたのでし
ょうか。俳句に詠まれた食材や料理を通じて、芭蕉た
ちの生活に思いをはせてみませんか。
日　時　７月３日（土）～９月12日（日）
　　　　　午前８時30分～午後５時
　　　　　（最終入館：午後４時30分）※企画展中休館日なし
場　所　�芭蕉翁記念館（三重県伊賀市上野丸之内

117-13 上野公園内）
入館料　大人300円、子ども100円
問合せ　芭蕉翁記念館　☎0595・21・2219

山添村 東豊ベース
　村内の廃校舎の１つであ
る、旧東豊小学校を利用し
た「東豊ベース」では、大人
から子どもまで楽しく学べ
るイベントを企画し、地域
の活性化をすすめています。
　耕作放棄地の茶畑を再利用して作られた、茶の実
油で作る料理の試食会や、大川遺跡から出土した縄
文土器（大川式土器）を再現する体験会などを企画
しており、村内外から参加者が集まっています。
　詳しいイベント内容はインスタグラムで確認でき
ます。（右記QRコード）
※�新型コロナウイルス感染拡大
防止のため、イベントによっ
ては村外の方にご参加いただ
けない場合がありますので、
お問合せください。

問合せ　東豊ベース
　　　　　☎0743・87・0302
　　　　　  higashitoyo.base@gmail.com

和束町

芭蕉 月見の献立（芭蕉翁顕彰会蔵）

▲東豊ベース
インスタグラム


